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　　 　 To　investigate　how　urinary　frequency　and　incontinence　affect　he　patient's　ubjective　quality　oflife




weeks.　 Sixty-eight　patients　completcd　thc　diary　and　 the　questionnaires.0切ective　 symptoms
dccreased　signi負cantly　with　respect　to　the　mean　frcquency　of　urination　and　to　thc　mean　incidence　of
urinary　incontinence.　The　 KHΩand　 ICIΩ 一SF　scores　improved　signi且cantly　with　rcspect　to　all





倉equency　 and　 improvement　 in　su切ective　QOL　 scorcs,　between　decreascd　incidence　of　urinary
frequency　and孟mprovement　 in　the　total　ICIΩ 一SF　score,　and　bctwccn　dccrcascd　incidence　of　urinary
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緒 言
　頻尿　尿失禁 は 日常生活 にお けるさまざまな活動 に
支障 を きたすQOL疾 患で あ り,疾 患の重症度評価 や
治療 の有効性 の判定 にあたっては,臨 床デー タに加え
てQOLの 評価 は不可 欠で ある。 しか しなが らQOL
を評価指標 とする頻尿　尿失禁 の治療 に関す る調査報
告 は国内外 で も非常 に少 ない.近 年.過 活動膀 胱症例
に お け るQOLの 評 価 方 法 と し てKHQ(King's
Health　Qucstionnaire:キング健康調査票)1)に基づ く
質問表が,ま た尿 失禁症例 にお けるQOLの 評価 方法
と して ス コア化ICIQ-SF(international　consultation
on　incontinence-questionnaire:short　f()rm)2)が広 く認
め られて きている.そ こで,今 回これ らの評価 方法を
用いて塩 酸プ ロピベ リンの頻尿　尿失禁 に対する治療
効果 とQOLス コアの改善度 との相関性 を検討 したの
で報 告す る.


































　患者さんに 「排尿 日誌」 を手渡し,治療前,投 与4
週間後,8週 間後の直前各 正日間の昼間,夜 間それぞ
れの排尿回数,昼 間,夜 間それぞれの尿失禁の回数,
尿意切迫感(有 あるいは無から選択)と その強さの変




　患者 さん に 「KHQ」お よび 「ICIQ-SF」に基づ く












の回数を引いた数値 とした.一 方QOLの 改善度は同
じく治療前のスコアから4週 または8週 の治療後のス
コアを引いた数値 とした,4週 または8週での治療効





象の程度は4段 階(軽 度,中 等 度,高 度,重 篤)と
し,薬剤 との因果関係は3段 階(確 実,可 能性あ り,
なし)と し,確実あるいは可能性あ りと判断 された症





















































り,年 齢 は18--84歳で平均68.　6ueであ った.尿 失禁 を
有 す る症 例 は35例,頻 尿 を主訴 とす る症 例が33例で
あった.塩 酸 プ ロピベ リ ンの1日 投 与量 は10mgが
18例,20mgが50例であった.
3.自 覚症状 の推移
　排尿 回数,尿 失禁回数,尿 意切迫感の有無 について
は,治 療前,治 療4週 後,8週 後の3時 点のデー タが
すべ て満 たされてい る35症例 について検討 した.昼 間
排尿 回数,夜 間排尿回数 はいずれ も投与前 に比較 して
投与4週 お よび8週 後 に有意 に減少 した(Table　2).
昼 間尿失禁 回数,夜 間尿失禁回数はいずれ も投 与前に
比 較 して投 与4週 お よ び8週 後 に有 意 に減 少 し
た(Table　2).尿意 切迫感 は有症状患 者数が投与前 の
71.4%から8週 投与後34.2%へ有意 に減少 した,切 迫
感 の強さは投与後84%の症例で減少 した,
4.QOLス コアの変化
　KHQス コ ア,　ICIQ-SFスコア と もに,治 療前,




　 　 　 　 　 parameters　after　4 and　8　weeks　of
　 　 　 　 　 treatment　with　propiverine　hydro-
　 　 　 　 　 chloride　(N=35).0切ective　symp-
　 　 　 　 　 toms　improved　significantly　with
　 　 　 　 　 respect　o　the　mean　f}equency　of
　 　 　 　 　 urination　andto　the　mean　incidence　of
　 　 　 　 　 Urinary　inCOntinenCe
















　 　 　 　 　 fbllowing　4　and　8　wecks　treatment　with　propivcrine　hydrochloride.　TheKHQ
　 　 　 　 　 scores　improvcd　significantly　with　respcct　to　all　domains　cxccpt　pcrsonal
　 　 　 　 　 relati・nships




　 　 　 　 Physical





















































「仕 事 ・家事 の 制 限」 「身体 的 ・社 会 的活 動 の制 限」
「心 の問題」 「睡眠 　活力」 「重 症度評 価」 にて投与 後
有意 にス コアの改善 を認め た(Table　3).性生活 に関



















前,4週 後,8週 後のすべて に回答 のあった症例 数が
少な く,検 討か ら除外 した.
　ICIQ-SFスコアで は尿 失 禁の頻 度,量 の減 少 を認
め,「生 活へ の影響 」は有 意 に向 上 した(Table　4).
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Fig.1.　 Correlations　between　decreased　incidence　of　urinary　incontinence　indaytime　and　improvemcnt　in　QOL
　　　　　　 domains。　　　　　　　　 In　thc　KHQ,　a　signi丘cant　Spearman　rank　correlation　was　f()und　betwcen　decreascd　incidence











































































































や体動時 にもれ る腹圧性の症状 よ りも,ト イ レまで我
慢 で きない とい った切迫性尿失禁の改善傾向が明 らか
となった.
5.自 覚症状 の治療効果 とQOLの 改善 との相関関係
　 治療8週 後 の昼 間尿 失 禁 回数 の治療 効果 とKHQ
ス コアの 「仕事 ・家事 の制 限」 の改善度お よび 「心の
問題」の 向上 との 間(Fig.　IA,　B),治療4週 後 の昼
間尿失禁圓数 の治療効果 とICIQスコアの 「生活への
影響」の改善度 との間(Fig.1C)に相関関係が認め ら
れた.
　 治療8週 後 の昼 間排尿 回数の治療効果 と,ICIQス
コアの 「尿失禁の量」,「生活へ の影響jお よび 「合計
スコア1の 改 善度 との間にそれぞれ相 関関係 を認 めた
(Fig.2).
6.有 害事象
　 有害事 象 は,83例中,27例(32.　5%),30件で あっ
た,主 な ものはロ渇17例(20.4%),排尿困難5例(6.
0%)な どであ った(Table　5).有害事 象 に重篤 な も
のはなか ったが,こ れ による治療 中止例 は4症 例 であ




























票 を用いて解析 した.QOL調 査票はKHQお よび
ICIQ-SFを用いた.こ れ らの調査票はそれぞれ妥当
性,信 頼性が検証されており,すでに日本語訳がなさ


















検査で異常 を認 めないコ ン トロール群 とを比較 し,9
つ のKHQの 項 目の うち7項 目で の有意差 を示 して
いる.
　自覚症状の治療効果 とQOLス コアの改善度との間
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注意すべ きであるが,ど の薬剤 を使用 した場合におい
ても下部尿路症状の改善が ΩOLと関わりをもつ とい
う観点は評価 されるべ きで,症 例数は多 くないもの
の,症状の改善が社会的役割や精神的問題などいくつ
かのパラメータの改善と有意な相関を認めるという情
報は有用 と考えられる。
